青明舎　　フェイスシート

平成20年　5月12日　担当：三浦　理見　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　細越　定生　　様　　　　　　男・女　　　　昭和　33年　4月　10日生（50歳）

	
	〒　　　住　所　　八戸市小中野四丁目３の５　　　　　　　　　　　　電話　0178-45-4592

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	23歳頃
	罹 患 期 間
	約27年

	
	入院回数
	7回
	延べ入院年数
	約7年10ヶ月

	医療機関
	　　　青南病院病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	2週間1回（木曜日）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

２級

	経済状況
	年金
	障害者厚生年金2級　　（月額約10万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア　月・水・木・金

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	H　14年　12月　3日
	身長
	176cm
	体重
	135kg

	最終学歴
	光星学院高校卒業
	免許・資格
	　　　普通自動車免許

	職　歴
	運輸会社　　機械のメンテナンス　　電気関係　　くまさんラーメン　　缶詰工場
	

	保　護　者
	氏名　　       細越　定記　     様　　　　父　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

　・生活で困った時の相談場所と人との出会いの場所として利用したい。

	入院・治療歴

1 S56年9月27日～S57年10月27日 　　　　栗田病院（神奈川県）　　　入院

2 S60年1月26日～S63年11月19日 　　　　青南病院　　　　　　　　　入院

3 H4 年1月25日～H4年12月18日　　　　　　　〃　  　　　　　　　　入院

4 H5 年10月12日～H6年6月25日　　　　　　　〃　 　　　　　　　　 入院

5 H7 年7月4日～H8年12月16日 　　　　　　　〃　  　　　　　　　　入院

6 H12年2月2日～H12年7月22日　　　　　　　〃　　　　　　　　　　入院

7 H14年8月27日～H14年11月25日　　　　　　〃　　　　　　　　　　入院

	生活歴

同胞2名の末子として出生。光星学院高校卒業後、神奈川県の運輸会社に就職する。昭和56年8月頃に幻聴に左右された行動をとるようになる。同年9月頃より空笑・階下へ飛び降りるなどの問題行動出現。亜昏迷状態となりS56.9月栗田病院精神科を受診、同日入院となる。昭和57年1月に母親の急死により帰省する。その後、不安・焦燥・困惑状態となるが徐々に消褪。昭和57年10月27日退院し、帰郷する。

　昭和57年10月30日当院初診。同年12月27日以降通院中断する。昭和59年より電気工として就労するが、2年で退職する。同時期より幻聴・妄想が出現し、昭和62年1月24日に湊病院を受診する。脳波検査・頭部X線検査を行なうが、異常は見られなかった。翌日当院受診し、同年1月26日入院となる。以降も断薬により症状再燃し、入退院を繰り返している。

平成14年8月27日に受診後、自宅で大声をあげ、警察に保護される。同日入院となり、服薬管理指導を行ない平成14年11月25日に退院している。その後は実家で生活し、うみねこ幸房に通所している。毎週火曜日には訪問看護サービスを利用している。うみねこ幸房移行に伴いH20年3月17日からデイケアサービスを利用している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は八戸東病院へ入院中であり、本人1人で自宅で生活を送っている。姉は近隣（徒歩５分程度）に住んでおり、月2回程度父の面会に一緒に行っている。


　　　平成20年5月12日（月）三浦　理見

	氏　名
	細越　定生様
	男・女
	生年月日
	　昭和　33年　4月　10日　（50歳）

	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を継続しその中で自分なりの生活をしていきたい。


	これまでの経過　前回（H20年3月24日）

	【前回の問題点】

環境の変化に伴い生じるストレス
・デイケア利用

デイケアへは３月に体験利用を行い４月から正式利用となっており、現在週4回（月・水・木・金）通所している。うみねこ幸房利用からデイケア利用へ移行となり不満も多々聞かれていたものの、現在では特にデイケア通所に対する不満は聞かれず、通所日を守り通所することは出来ている。しかし、デイケア利用目的が明確となっていないためか、プログラム内容について不満が多く「麻雀をやるためにデイケアに通っている」「職員が手抜きをしている」と話し、自分の興味のないプログラムや思い通りにならない場合には早退・欠席し青明舎で過ごす事も多い。

· 対人関係／金銭や物のやり取りによるトラブル

デイケアでの対人関係について以前問題となっていた特定女性利用者との交流は見られていない（女性利用者が通所してこないため→理由：細越様がデイケアに通っている・現在親族が亡くなり気分が落ちている）。本人が貸した金銭はまだ返済してもらっていないようだが、本人から話題にすることもない。本人自身は対人面に不安や苦手意識があると話しており、やや他者の所在や行動を気にかけている様子があるものの、青明舎利用者・デイケア利用者との対人関係には特に大きな問題はなく、行事にも積極的に参加し交流を図ることが出来ている。

【日中の活動】

月

火

水

木

金

土

日

デイケア

訪問看護

（担当：橋本）
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【青明舎での様子】

青明舎の利用回数も多く、休日には朝から顔を出し、セルフヘルプや映画鑑賞、その他行事へも積極的に参加されている。また、自主的に他者を誘う事はないものの休日の昼食づくりにも他者に交じって参加している。平日の来所時は居眠りやパソコンゲームをして過ごされる他、ギターを弾いて過ごすなど自由に過ごされている。また宗教やＳＦ、スピリチュアルなどに対する関心が強く「自分は生まれる前の出来事を憶えている。ある方からのお導きでこの病気になることも分かった上で俺はここに生まれることを選んだ」など職員へ対して自己の宗教観や非現実的な妄想めいた話をし始めると止まらなくなる事がある。

【体調について】

5/8外来受診にて、血液検査の結果HbA1c8.4とのことで主治医へ食事・体重管理の必要性について指導を受けている。現時点では食事箋の変更指示はなく、本人も特に気にしていない様子。


	問題点
	介入の仕方
	支援期間

	日中の活動場所について

・デイケアと青明舎の併用
	· デイケアに対する不満から早退・欠席し青明舎へ来所した際には、デイケアでの対人トラブルや迷惑行為、プログラムの妨害を未然に防ぐためにも、青明舎を不満のはけ口としていただき、本人の訴えを傾聴しストレスの緩和を図る。

· 定期的にデイケアスタッフと本人の様子や問題点について確認しながら、デイケア・青明舎を利用する上でのそれぞれの機能を明確にする。
· 来所時には自宅での生活や対人関係など、本人から話題に出ない事を会話から引き出し、生活状況を把握する。また生活上や対人面での問題や悩みについては面談実施する。

· 宗教観や非現実的な話については否定することなく傾聴し、話しの中から服薬状況や現在の病状について探る。

· 必要に応じて外来とも情報共有しながら、定期的な血液検査の促しや、食事面でのアドバイスなど本人自身にも健康管理の必要性を意識していただく。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：三浦　理見　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　

（小中野在住）








S57年死亡





父（八戸東病院入院中）








（本人）








